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【背景】ハロゲン化物結晶はその小さなバンドギャップに起因した高発光量・高エネルギー分解

能を示すシンチレータ結晶として注目されているが、高い潮解性のためこれまで広く研究開発が

行われてこなかった。そこで、我々は高速結晶育成が可能なマイクロ引き下げ(µ-PD)法において、

ハロゲン化物が育成可能な改良型 µ-PD法を開発し、各種ハロゲン化物シンチレータ結晶の研究を

行ってきた[1]。ハロゲン化物シンチレータの中でも CeBr3結晶は、その高い発光量と短い蛍光寿

命、高い密度によって注目されている材料の一つである[2]。しかし、CeBr3 結晶に関する基礎的

な物性の報告はあるものの、他の希土類元素の添加効果に関しては明らかにされていない。そこ

で本研究では、希土類元素の中でも Ceにイオン半径が近い Prに着目し、Pr添加 CeBr3結晶を作

製し、CeBr3結晶における光学、発光、シンチレーション特性に対する Pr 添加効果を明らかにす

ることを目的とした。 

【実験方法】出発原料として CeBr3(>3N)および PrBr3(>4N)粉末を用い、グローボックス内で仕込

組成(Ce1-xPrx)Br3, x = 0, 0.01, 0.03, 0.05, 0.10の各混合粉末を秤量した。その混合粉末をカーボン坩

堝に充填し、µ-PD法により Ar雰囲気中で結晶育成を行った。得られた結晶は、100%合成油中で

研磨し、紫外線励起下での吸収スペクトル、発光スペクトル、ガンマ線励起下でのｖｃｇ蛍光寿

命を測定した。 

【結果】図 1に µ-PD法で作製した CeBr3および Pr 5mol%添加 CeBr3結晶を示した。どちらの結晶

も長さ約 10 mm、直径 3 mm程度で、研磨結晶は一部に透明な領域を有していた。図 2に CeBr3

および Pr 5mol%:CeBr3結晶の蛍光減衰曲線を示した。どちらの試料も Ce
3+イオンの 5d-4f遷移に

起因する約 16 nsの高速減衰成分を示したのに対し、Pr 添加結晶のみ高速成分に加え長寿命蛍光

成分が確認された。他の Pr添加濃度の結晶育成および詳細な物性測定の結果に関しては当日報告

する。 
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図 1. µ-PD法作製 CeBr3および

Pr添加 CeBr3結晶。 

図 2. CeBr3および Pr添加 CeBr3結晶の

ガンマ線励起下の蛍光減衰曲線。 
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